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学校給食用木製食器の使用による児童の諸反応（第１報）

－木製食器に対する児童の特性別諸反応一

福田英昭*出大内毅*２

（第４回】再び従米のメラミン製食器を使用し始め

た1992年１月

このアンケート調査により，木製食器に対する児童の

特`性別諸反応（視覚，触覚，聴覚，臭覚，ストレス関

連，安全性関連，教育効果関連，等）を調査した。

なお，使用した食器のメラミン製のものを写真１，

木製のものを写蕊２に示す。

はじめに

給食用食器材料について，熱伝導性や疾全性または

地尤産業振興の立場から，木製や陶器製の食器を用い

るところがでてきている1-2)｡特に木製食器を使用した

場合，各児童が食器を手で持ち，正しい姿勢で食事を

する傾向があるといわれている。これは正しい食事の

仕方などの基本的生活習憤…)の教授という教育上の評

価の対象としてとらえることができる。1985年に出さ

れた「学校施設に木材を便凧すること」を主旨とした

文部省通知５１からもわかるように,教育環境における木

質材料の効(]が認識されてきた今，木製給食用食器を

使用することで，児童の基本的生活習慣がどのように

変容していくのかを研究することは，教育環境の見直

しの観点からも急務であり重要であると考えられる。

本研究では以上のような観点から，木製食器を使用

した場合の児童の特性別諸反応（視覚，触覚，聴覚，

臭覚，ストレス関遮，安全性関述，教育効果関連，等）

を明らかにし，木製食器が児童にどのような影響を与

えるのかを調盗したので報告する。

写真１メラミン製食器

（ただし，トレイはアルマイト製）

１．研究方法

研究は，琉球大学附属小学校６年１組の39名（男子

20名，女子19名）を対象とした。木製食器の使用期間

は，３カ月間（1991年10月-12月）とし，ビデオカメ

ラと写真搬影による給食観察を、その前後１カ月を含

めて計５カノ1間（1991年９月-1992年１月）行った。

木製食器に対する児灘の感覚および蹴識を調べるた

めに，評定尺度法と自由記述法を併用したアンケート

調査を次に示すように計４回行った。

（第１回)従来のメラミン製食器を使用している1991

年９月

（第２回）木製食器の使用開始直後（使用１週間後）

の1991年10月

（第３回）木製食器の使用終了直前（使用３カ月後）

の1991年12月

写真２木製食器

2．結果と考察

食器に対する計４回の児童の感覚･意識の調査では，

相反する意味の形容詞を対にした評定尺度法をもとに

分析を行った。この場合，「Ｏ」が中央の感覚･意識を

表し，「＋２」および「－２」が対･立する概念の最大値

をそれぞれ表している。本研究では５段階の評定で，
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２．５ストレス関連特性

人|Alには111H応する能力力`あり，魂突的なことがlIljli応

ﾉＭｋから人きぐずれることでスＩルスが発生する。こ

こでは食滞に対する「蕗ち満さ１，「jiiMしみ｣，「疲れ」

についてのＩ徴･地t淵1Ｗ)絲采を鰯３図に刎《す`，いずれ(』

(尺度）（尺皮）

２．７教育効果関連特性

仙川した食器の違いによる残食量の変化を，メラミ

ン蝿食器を使用している1991年５月１３日～５月１７日と，

木製食器を使用している同年11月１１日～11月15日の，

献立内容がほぼ同じに設定された期間において検討す

る。木製食器を使用した６年１組の給采と，同じ期間

に常にメラミン製食器を使用していた６年２組と３組

の結果を示したものが第５図である。献立内容の多く
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第３図ストレス関連特性変化

輔２回と第３回の尺度がプラスの額城内であり，また

水の劣化値も'|､さいことから，木製食器の他ｊ１]による

ストレスの発化は特に認められない。だが，第３回の

木製食器の使用M〔後に「少し重くて使いにくい」とい

う斌),Lがあり，また，第４回でメラミン製食器を脚び

使１Nするようになったとき,「軽くて使いやすくなった｣，

「１年から使っているので使いやすい」といった意見

もみられ，新しいものの不慣れな使川からくるストレ

スの発生が一部にあったことが予想される。
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第５図教育効果関連特性変化（残食量の変化）

２．６安全性関連特性

食器のlij｝久怖に関する認識の変化を，

(AUjIK）

第４園に示す。
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第４図安全性関連特性変化（食器の耐久性）

傷がつくことや削れるという木材の材料的マイナス点

に対する認織は，鐺２回では特に表れていない。だが，

tMれに対してはその水の劣化値が大きく，爽際の食器

仙川1勝に数枚の削れた木製食器を|旱|にしてそのような

趨髄変化が表れたものと`患われる。

で，木製食器使用による残食通の減少がみられ，他の

クラスよりも顕著な残食愚の減少がみられる。また，

第６１X|に示す食欲についての懲識の変化においても，

木製食器の時にｒ食欲がでてくる」という回答が多い

ことから．木製食器を使用することで蝋食iiiを減少さ

せることが児童の意識のうえでも確認できたと考えら

れる。なお，使用している食器での給食の好き嫌いの

懲蝋変化を調べると同図に示すような結果となり．木

製の場合は「好き」という意識が常に強いが．メラミ

ン製に再び雇ったときの見劣り値は大きくなっている。
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なお，本研究の一部は平成３年腱文部街ｲｾﾞﾄ学研究費

補助金，奨励ｲﾘﾄ充Ａ（課題番号03760114）の援助を受
けている`，

<尺峻)

食欲か
でてくる

（尺峻）

給食が好き２

」－
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第６図教育効果関連特性変化（意職の変化）

おわりに

これまでの結果から木製食器の使月]による児並の特

・性別諦反応をまとめると．鏑４表のようになる8)《,教育

環境として木製食器を便)Wする際には，祝fMZ・触`党・

聴覚・架'党特性だけでなく，ストレス関迎・淡余性・

教育効染等の特性も大切な評価項ロとなる。この表か

第４表木製食器に対する特性別賭反応

特性木製食器のプラスjjF価木製食器のマイナスiiWmi

視覚特ｆ|；１１然j()P，鰻らかい，か

っこいいⅢ色がいい，

楳繊がいい，鴫かい，

｝ﾘlあい，イⅡ)鈍’我，

触'雌特性暖かい，朶らかい，手

になじむ，つるつる，

ざらざら。難い、１１ざ

わりが綴しい，食べ物

が黙い」ﾐよ’食器外側

を熱く感じない

FIIい、つるつるしてつ

かみにくい

聴蹴特ﾔ'一門:恋感じない，心地よ

い167

奥`地特付水の1AL､､が11き 水の処いが鰍い

ストレス

関巡特性

藩｢,淵〈，親しみがあ

る，渡れない，気持ち

がよい

不俄れで使いにくい，

軍〈て使いにくい

安全ﾔ|：食器外0111が熱くない傷がつきやすい，Ｗりれ

関連特性やすい

教育効果食欲が出る，残食鑓が片付けにくい，食器を

関迎特性減る撒く場所が広く必嬰

らもわかるように．児珈はこれら特性のすべてにプラ

ス評(llliをしており．特に，視覚・聴弛についてはマイ

ナスのifﾄﾞ価がなされていないことは注[|に航する。

本研究にご脇ﾉﾉいただいた琉球大学附属小学校６年
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